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おける光耀表現 日本と中国での差異 １−３・宋仏画に見られる光耀表現の特異性  第二章・永保寺蔵 
重要文化財「千手観音像」について ２−１・研究対象作品について ２−２・先行研究の概要と問題点 ２
−３・光耀表現のための彩色技法に関する仮説 第三章・作品調査 ３−１・永保寺蔵「千手観音像」の調
























































    
 
く虚空がどのような色調になるのかは、仏画全体の印象に大きく関わる。そのため松原さんは、近世の技
法書を参照しながら、現代において入手が難しい絵画材料としての藍を自ら抽出する実験にも取り組ん
で成果をあげている。また、作品寄託先の東京国立博物館での熟覧調査において、これまで三枚の絵絹が
一枚に縫い合わされているとされてきた画面が、幅広の一枚絹に描かれていることを確認している。これ
は、松原さんが仮説を立てた大面積の暈し技法とも相関性のある発見であった。縫い目のある絵絹に暈し
を行うと、色材や水分が縫い目の部分に溜まりをつくって滑らかな表現にならないからである。  
 その他の部分においても、蛍光エックス線分析や赤外線画像などの自然科学調査を踏まえた材料や技法
の研究を詳細に行い、東洋絵画において重要な線描についても地道な修練を積み重ねて、想定復元模写と
して統合できたことは高い評価に値するものである。特に、松原さんの研究は、これまで色材や支持体な
どの材料研究に留まっていた想定復元模写を、暈しや線描といった動作をともなう技法研究の領域に推し
進めた点で画期的である。絵画は、物質である材料が技法という画家の動作によって形となり、画面全体
が主題のもとに統合されているものである。松原さんが実践した技法の研究は、今後の当該分野の発展に
資するものであり、本学における博士の学位に相当するものと判断した。 
